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予算常任委員会会議録 

 

１ 本委員会の開催日時は次のとおりである。 

   平成３０年１２月１４日（金）午前１０時００分 

２ 本委員会の出席委員は次のとおりである。 

   委 員 長      木野田  誠 君   副委員長      新橋   実 君 

   委  員      山田  龍治 君   委  員      久保  史睦 君 

   委  員      宮田  竜二 君   委  員      鈴木 てるみ 君 

   委  員      平原  志保 君   委  員      仮屋  国治 君 

   委  員      松元   深 君   委  員      池田  綱雄 君 

   委  員      蔵原   勇 君   委  員      宮内   博 君 

３ 本委員会の欠席委員は次のとおりである。 

   な  し 

４ 委員外議員の出席は次のとおりである。 

   議  員      松枝  正浩 君   議  員      川窪  幸治 君 

   議  員      愛甲  信雄 君   議  員      阿多  己清 君 

   議  員      有村  隆志 君 

５ 本委員会に出席した説明員は次のとおりである。 

   副市長       山口   剛 君   総務部長      新町   貴 君 

   財政課長      小倉  正実 君   財政課財政グループ長 村岡  新一 君    

   市民環境部長    有馬  博明 君   市民活動推進課長  山下  広行 君 

   国民体育大会推進課長 有満  孝二 君   スポーツ・文化振興課長 中馬   聡 君 

   スポーツ・文化振興課主幹  宅間  正明 君   国民体育大会推進課主幹 笹峯  毅志 君 

   建築住宅課長    侍園  賢二 君   建築住宅課主幹   鶴ケ野 浩二 君 

６ 本委員会の書記は次のとおりである。 

   書  記  德留  要一 君 

７ 本委員会の付託案件は次のとおりである。 

議案第115号 平成30年度霧島市一般会計補正予算（第４号）について 

８ 本委員会の概要は次のとおりである。 

「開 会  午前１０時００分」 

○委員長（木野田誠君） 

まず，議案第115号，平成30年度霧島市一般会計補正予算（第４号）について，昨日の市民環境部

の審査において確認された，国分体育館改修建築工事に伴う流用について，国分体育館の空調運営

計画を含め，執行部の説明を求めます。 

○副市長（山口 剛君） 

昨日の予算常任委員会において、市民環境部スポーツ・文化振興課所管の国分体育館の改修に伴

う審査で、委員の皆様から御指摘をいただきました、設計業務委託の予算流用の件と空調設備設置

後の体育館の利用見込みについて、私に説明を求められましたので、その概要を説明いたします。

今回の設計業務委託については、補正予算で提案するか検討いたしましたが、照明設備改修工事と

併せると１年程度閉館しなければならず、市民の皆様の利用に多大な迷惑をかけることとなります。

さらに、全国都市問題会議が来年の11月に開催が決定したため、この会議の終了後に工事を行った

場合、2020年度の国体への影響が懸念されます。また、今回、計画いたしております輻射式冷暖房

システムは、県内で今後、10自治体が設置を検討していることから、部品の調達等が困難になるこ

とも想定されます。以上のようなことから総合的に判断し、早期に工事契約することが一番の解決

策であると判断し、平成30年度当初予算や補正予算でお認めいただきました、同目内の修繕料、工



2 

 

事請負費の執行残で、同体育館空調設備設置工事の設計委託にかかる経費を予算流用にて対応いた

しました。次に、空調設備設置後の体育館の利用見込みについて説明いたします。冷房の利用見込

みを申し上げますと、平成29年の６月から10月までに大会等で全面利用した件数は、64件で、時間

にして500時間となります。予想といたしましては、７割の団体が利用された場合、45件、350時間

の利用が見込まれます。暖房の利用見込みを申し上げますと、平成29年１月、２月、12月の大会等

で全面利用した件数は、58件で、時間にして370時間となります。予想といたしましては、１割の団

体が利用された場合、６件、37時間の利用が見込まれます。また、空調設備が設置されることによ

り、これまで空調設備が無かったことで利用いただけなかった、スポーツキャンプや大会、イベン

トなどの開催も見込まれます。今年の夏に開催されたハンドボールの大会では、熱中症による救急

搬送もありました。まさに命に関わる課題でもあります。夏休み期間中に開催されるスポーツ大会

や学生らの合宿においては、熱中症対策の観点から空調設備が設置してあることが、会場使用のほ

ぼ必須条件となりつつあります。よって、これまで、国分体育館で開催されていた大会等が他の地

域で開催されるといった懸念も出てまいります。以上、説明を申し上げましたが、予算流用につい

ては、緊急性や必要性を十分に考慮しながら、慎重に対処する必要がありますことは充分に承知い

たしているところですが、市民をはじめ、利用者の皆様の利便性を第一に考えた結果での予算流用

であり、今後、このようなケースが生じた場合、議会の皆様の信頼をそこなうことがないよう慎重

に対処してまいります。 

○委員長（木野田誠君） 

  ただいま説明が終わりました。今の説明に対し御意見を求めたいと思いますけれども，二つのこ

とが含まれておりますので，まず，国分体育館改修建築工事に伴う流用のところから御意見を頂き

たいと思います。 

○委員（宮内 博君） 

  副市長から，これまでの経緯についてお聴きをしたところでありますけれども，様々なスケジュ

ールがある中で，いかに空調施設整備を進めていくのかという緊急性があったというお話でありま

す。最後のところで副市長もおっしゃっているように，緊急性のあるものに限られるというような

ことは承知しているけれどもとあったんですけれど，早い段階からなぜできなかったのかというと

ころが，非常に疑問なんです。当初予算では牧園アリーナの照明施設事業費等が組まれているわけ

ですけれど，昨日の説明ではそれらの執行残というものも含めて流用をしたという説明が繰り返さ

れたわけでありますけれども，私ども議会側にしてみれば実際に表に出てこないということで中身

を議論できないんですね。そして結果的には流用によって設計業務とかが行われるというようなこ

とになると，じゃあ予算が通らなかったときにどうするのという話ですよね。結局そういった事態

になったときには，その経費は全く無駄になってしまうと。逆に言えば可決することを前提にして，

そういった流用がなされたのではないのかなと。結果的には議会軽視ということにつながるという

ことだろうと思うんです。地方自治法上では，流用は全て認められていないということではないけ

れども，あくまでも緊急やむを得ないものに限定をするというのが解釈上の到達点だろうと思うん

です。ですから，庁内でその辺の議論というのが，どの程度なされてきたんだろうかなと非常に感

じるんです。合併当初に，決算の中で流用の件についてはかなり議論をした経過があるだけに，そ

このところの議論が本当に生かされなかったのかと思うんですけれど，その辺のことをもう少し説

明をしてもらえませんか。 

○市民環境部長（有馬博明君） 

  前段のなぜ早目に取り組めなかったか，年次計画的にできなかったかというところでございます

が，国分体育館を始めとして体育施設への空調施設設置の御要望というのは，利用者の皆様方から

も市民の皆さん方もこれまでございましたので，私どものスポーツ・文化振興課，以前の保健体育

課のときからどのような空調設置ができるか，あるいは体育館の利用だけではなくて避難所として

体育館等が指定されている所もあったりとかしますので，そういったところも含めて，どのような
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設置がよかろうかということを検討してまいりましたし，これまでも輻射式のものが設置してある

先進地の施設へも行ってきたところでございます。昨日も課長のほうから空調の架設費が手元に資

料がなく七，八百万円という話もあったんですが，実は1000万円を超えるような見積りも出ていた

りするものですから，昨年の熱中症の状況なども踏まえて，先ほど副市長からも答弁がありました

とおりに，夏場の学生などの合宿やスポーツキャンプの要望が，近年は増えてきたというところも

ございまして，早急に空調を設置する必要があるということを，これまで市政推進会議等で回を重

ねて検討してきたことはございます。その中で先ほど申しましたとおり，市民の皆様の利用を第一

に考えて利用を制限する期間を可能な限り短くするための緊急的な判断であったと考えての予算流

用という議論でした。これまで早い段階でのそういった検討は，いろいろと資料を揃えながら度重

ねて議論をしてきたわけでございますけれども，やはり去年の夏の熱中症の状況でありましたり，

ここ近年のスポーツキャンプ等のニーズの高まりといったものもありまして，ＬＥＤの工事に合わ

せて可能な限りの公共投資を集中させることが一番の公益であるという判断を致したところでござ

います。 

○総務部長（新町 貴君） 

  私のほうから予算の流用の一般的な考え方について御説明いたします。流用につきましては，予

算成立後に様々な理由により予算どおり執行することが効率的な予算執行とは言えない場合などに

おいて，一定の制限内において余剰を生ずる見込みの科目の費用を他の不足する経費の科目に融通

し，予算の実効を上げる予算執行における実際の面での潤滑油的制度であると考えております。そ

のため，緊急に対応しなければならない時期を失えば十分な効果が見込めない場合など，予算成立

後の様々な理由により，当初想定していた予算内容のみを執行することが効率的な予算執行と言え

ない場合においては，十分に精査した上で市民等への影響なども踏まえ，適宜対応するために，議

決予算の趣旨を損なわないように十分に留意しながら，予算流用を行うことはやむを得ないものと

考えております。今回の場合のことも，そういうことを考慮したわけですけれども，先ほど宮内委

員がおっしゃいましたように，議会での議論という部分という点については，私どもちょっと配慮

が足りなかったと思っているところでございます。 

○委員（仮屋国治君） 

  緊急性があったということを十分に理解いたします。流用が全て悪いとも言いません。流用もあ

りだと思っております。ただ今回の件は，手順を踏まなかったことについて，投げ掛けている問題

でありまして，商工観光部の西郷公園は８月16日に設計委託業務を発注してあると言っています。

９月の段階で専決処分しましたということで承認を得れば済むことであります。今回の国分体育館

も確か10日くらい前に入札がされたというふうに理解をしておりますけれども，これも12月定例会

の冒頭で，そういうことだからよろしくという一言があれば済むことであります。そこの手順を踏

まえないでやられるのはいかがなものかということを申し上げているのであります。ですから，皆

さんがおっしゃっている意味は，あくまでも自分たちは正当なんだと正当性を強調されますけれど

も，それは違うのではないかと思います。そこは手順を踏まなかったことを一言言っていただけば

済む問題ですから，もう一度その辺のところ御答弁いただきたいと思います。 

○副市長（山口 剛君） 

  先ほど冒頭に申し上げ申し上げましたけれども，今後このようなケースが生じた場合，議会の皆

様の信頼を損なうことがないよう，慎重に対処してまいりますということで，昨日，委員会の話も

聴きました。もうちょっとやるべきところがあったのかなということを感じております。今回思っ

ているのが，流用とその先があったという部分を，私どもは認識不足であったと考えております。

よって，このようなケースが生じた場合，議会の皆様の信頼を損なうことがないように，慎重に対

処してまいりたいということで，今後このようなことがないようにしていければと思っております

ので，御理解いただきたいと思います。 

○委員長（木野田誠君） 
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  ほかにありませんか。 

[「なし」と言う声あり] 

  ないようですので，以上で，この件については終わりたいと思います。それでは，国分体育館の

空調運営計画について，御意見はありませんか。 

○委員(仮屋国治君) 

  先ほど今後の見込みをお示しいただきました。私も空調設備があればいいと思っています。あれ

ばいいけれども，執行部の皆さんが予算がないという話をされる中で，今，これをしていいものな

のかどうか，設置後にこれが本当に効率よく活用されるものなのかどうか，そこを一番心配してい

るわけでありまして，とりあえず付けておいて，それからのことだというぐらいのことでは，どう

も私どもは賛同いたしかねるということを申し上げているわけでありますけれども，市長の公約の

中に，スポーツとか何とか誘致していきたいという話はあるんですけれども，そこのところを具体

的に今後どのように取り組んでいくとかというようなところで御説明いただけませんか。 

○市民環境部長(有馬博明君) 

  まず，霧島市ではスポーツ振興計画を持っております。それから総合計画の中でも市民の皆様あ

るいはスポーツキャンプを含めて受け入れる，あるいは利用できる体育施設の充実，あるいは維持

管理に努めていくということは，きちっと方針としてうたっているところでございます。先ほども

副市長のほうから答弁がございましたけれども，特に夏場のスポーツ少年団を始め市民の皆様方，

県内各地いろいろな所で試合をされるものですから，特に国分体育館の場合は観覧席もありまして，

広く使えるものですから，空調設備があると，更にいろんな大会を地元でできるんだけどというよ

うなニーズは本当に指定管理者も含め，私ども含め，当然，議員の皆さまも含めてそうなんだと思

いますけれども，要請をたくさんいただいています。先ほど申しましたとおり，去年の夏のハンド

ボール大会も，地元企業のソニーさんが，関東，関西のほうの大学のハンドボールチームを呼んで

いただいて，大会をしたんですけれども，そこでも熱中症の対応とか，そういうこともございまし

て，今後，さらに継続していきたいんだけれども，空調の対応をお願いできないかというニーズも

ございます。ですから，たくさん体育施設等もあるわけですけれども，昨日も申し上げましたよう

に中山間地域で牧園アリーナ１か所，それから国分体育館に１か所それぞれのこれまでの市民のそ

ういったニーズに対応するために，今回，御理解を頂き，設置をさせていただきたいと。先ほど申

しました目標も掲げておりますけれども，それを更に加速させるための様々なＰＲ等も商工観光部

とも連携を図りながら，利用促進を図って，その状況を見ながら，御指摘の他の体育施設等の空調

の在り方でありますとか，そういったものについては十分に検討してまいりたいと思います。なお，

照明等につきましては，今回御提案しておりますとおり，国体に向けて，それをまた契機として市

民の皆様の利便性を向上するために，ＬＥＤ化をそれぞれ推進しているところでございます。 

○委員(仮屋国治君) 

  単なる都市問題会議とか，そういう一過性のものでこれを付けるのであれば，本当に臨時的な空

調設備でいいと思っております。ただ，本当に今後そういうものを活用していくのであれば，その

ようなことも大事であろうと考えるところですけれども，現在，スポーツキャンプとか誘致する事

業は存在していますか。 

○市民環境部長(有馬博明君) 

  商工観光部と連携を図りながらやっているところですが，夏場で国分隼人の地域等でスポーツキ

ャンプをこれまでも呼びたかったんだが，空調設備がないというところで，条件が合わずに誘致の

入口のところで止まっているというような状況であります。そういう中で，先ほどのハンドボール

のように誘致していただいたんですけれども，合宿でそういった状況もあったということで，今の

ところは，夏場の設備が整っていないので，積極的な営業ができないというのが現状でございます。 

○委員（仮屋国治君） 

  ないから今後これを設置する以上は執行部としても積極的に取り組んでいくということで，もし
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かすれば新しい事業を立ち上げていただいて，こんなふうにして平成31年度からやっていきたいと

か，そういうものも組み立てていっていただきたいと思うわけですけれども，いかがですか。 

○市民環境部長（有馬博明君） 

商工観光部ともしっかり連携して，当然，設置をする以上，そのような方向で検討を十分にして

まいりたいと思います。 

○副委員長（新橋 実君） 

冷暖房をする場合に，特に冬場に暖房を使うスポーツ団体というのはあるんですか。 

○市民環境部長（有馬博明君） 

先ほど先進地のもう付けていらっしゃるところにもいろいろ尋ねて，スポーツそのものでは，利

用は１割から２割程度であると聴いております。ただ今回の全国都市問題会議を成功事例の一つの

バネにして，当然成功させるための努力をしていきながら，成功事例を一つ作ることで，コンベン

ションの利用であるとかそういったことを考えると。例えばこれまでは卒業式，あるいは保育園幼

稚園の学習発表会等も運動会も，国分体育館でという利用もあったりしています。そういう利用者

からも冬場の暖房がないので暖房を使わなくていい前に無理やりすることによって，小学校，中学

校の運動会なんかと日程が重なって，本当は11月とが12月の頭にそういう学習発表会，ダンス発表

会をしたいんだけれどもと。暖房があると助かりますというような御意見等も頂いています。です

ので，冬場の暖房についてはスポーツという視点だけではなくて，様々なそういった大会でありま

すとか教育機関の利用とか，そういったことにも利用促進が図れるのかなというふうに思っており

ます。 

○副委員長（新橋 実君） 

  建物も40年以上経っているわけですけれども，そういう場合，例えば窓も複層でないと非常に暑

さや寒さが抜けたりする感じもあると思うんですが，その辺についてはどのように考えていらっし

ゃるんですか。 

○建築住宅課長（侍園賢二君） 

今回の輻射式のものは噴き出し型とは違いますので，その平衡部分というところに暖房冷房がい

くという考え方でいます。また今度カーテンを新しく換えますので，二重サッシというわけではな

いんですけれども，カーテンが新しくなりますと，その分断熱効果も高まっていきますので，そう

いう形で考えておりいます。 

○副委員長（新橋 実君） 

カーテンも断熱というかそういう対応型ということですか。 

○建築住宅課長（侍園賢二君） 

  断熱型と考えております。 

○委員長（木野田誠君） 

  ほかにありませんか。 

［「なし」と言う声あり］ 

○建築住宅課長（侍園賢二君） 

昨日質疑を頂きました福山中央地区の多目的施設，旧福山町の福山小学校の入口の石塀の件なん

ですけれど，Ｌ型擁壁が50cm低いものであります。グランドラインより２段くらい石垣がありまし

て，それを撤去してそこにＬ型の低いものを付けまして，落ちたらいけないということで，そこに

ガードレールを付けると長さが８ｍものであります。 

○国民体育大会推進課長（有満孝二君） 

  昨日の体育館の空調のリースの件で，先ほどちょっと部長も申しましたけれども，私のほうから

説明不足の点がございましたので，補足させていただきます。国分体育館のほうに５日間，エアコ

ン10馬力の発電機式のものを入れた場合，１台当たり50万円ということで14台，ここが大体700万円

になります。このほかに，設置工事費が１台当たり35万，14台で490万円掛かりまして，諸経費等を
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含みまして1,368万5,000円の国分体育館の見積りを頂いているところでございます。 

○委員長（木野田誠君） 

  ここでしばらく休憩します。 

「休 憩  午前１０時２６分」 

――――――――――――――― 

「再 開  午前１０時２７分」 

 

  △ 自由討議 

 

○委員長（木野田誠君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。これより，議案第115号について自由討議に入ります。意見が 

あれば御発言をお願いいたします。意見はありませんか。 

○副委員長（新橋 実君） 

  昨日，委員会が終わってから現地のほうを見に行ったんですけれども，実は天降川共同利用施設

の陶芸室の解体の現場なんですけれども，解体ありきで言われていたものですから，現地を見たら，

中もしっかりしていて，確かに外が一部壊れてはいたんですけれども，そこを補修すれば非常に使

えるような建物でした。社会教育課のほうにも話をして修繕も考えてやってもらえないだろうかと

いう話もしてありますけれども，今後そういうことも検討するということでしたので，解体ありき

ではなくて，25人の方が使われていると。それと公民館講座でも使われているというような話もさ

れておりますので，壁もまだ新しくて七，八年前に購入されて，新しいサッシも入れられているみ

たいです。そういったことを考えると，最初から解体ありきで話が進められているようでしたので，

その辺はもう一回考え直して対応していただくようにお願いしたいという私の考えです。 

○委員（宮内 博君） 

  今日おいでいただいて予算の流用の関係について副市長から説明を頂いたところでありますけれ

ども，どうもやり取りを聴いておりますと，とにかく必要に迫られているということだけを強調さ

れて，それが実際にルールとしてしっかり議会の側にも目を向けて対応するという気持ちがあった

のかなというのを感じるんですよ。私自身も先ほど申し上げましたけれども，合併当初，かなり流

用が多かったという件があって，その点については相当議論をしてきた背景があるわけです。その

時期からしますと大分時間的にも経過しているということもあるんだけれども，そこの肝心な部分

が継承されていないと。総務部長のほうもそこのところについては反省をするというようなところ

があるとおっしゃいましたけれども，やはり議会の側からすると実際にこの予算そのものが通るこ

とを前提にして予算を流用するというようなことがまだ続いているということについて，非常に情

けない思いでいるわけです。有馬部長からの答弁もあるわけですけれど，そこにはなぜ自分が悪い

んだみたいな，聴いていてそう感じるような状況も見受けられるわけです。だからもう少しきちん

と自治法に則ったルールを執行部にもしっかり守ってもらいたいということを，私はこの機会にし

っかり要請しておかなければいけないのではないのかなと感じたところです。そのことはぜひとも

報告の中にも生かしていただきたいというふうに思います。 

○委員（仮屋国治君） 

  ほぼ私も同感ですけれども，議会軽視の謗りは免れないですよね。事業の完結しないものの流用

をするということは絶対に有り得ないことですけれども，本日の説明にしても謝罪は一切されてい

ないと私は理解しています。あくまでも自分達を正当化しようとする姿勢が，今後，執行部と議会

の信頼関係がこういう中で構築されていくんだろうかという思いでもあります。今，宮内委員がお

っしゃったように強く報告の中で申し添えていただくよう求めたいと思います。 

○委員長（木野田誠君） 

  ほかにありませんか。 
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［「なし」と言う声あり］ 

  ないようですので，これで議案第115号の自由討議を終わります。 

 

△ 議案第115号 平成30年度霧島市一般会計補正予算（第４号）について 

 

○委員長（木野田誠君） 

  それでは，これより議案処理を行います。まず，議案第115号，平成30年度霧島市一般会計補正予

算（第４号）についての討論に入ります。討論はありませんか。 

○委員（宮内 博君） 

  私は，平成30年度一般会計補正予算（第４号）に反対の立場から討論に参加したいと思います。

本予算の中で明らかになった予算の流用の件についてであります。西郷公園についても国分体育館

についても，熱中症対策など急がれる課題の一つとして空調施設の整備というのが計画されている

わけでありますが，そのこと自体を否定するものではないというのがまず大前提であります。ただ，

私ども市政をチェックして市民の声を生かすという立場にある議会として，こういう予算の流用が

行われているということについて，重要な問題として受け止めておかなければいけないという立場

から討論をさせていただきたいと思います。本予算に反対する大きな理由は，社会体育施設費にお

きまして，国分体育館改修業務費４億215万円について，空調設備設置工事費２億6,020万円に係る

工事監理業務委託について，すでにその一部が牧園アリーナ等の照明施設工事などの執行残を流用

して設計業務が行われているということが明らかになった点であります。また，議論の中で西郷公

園の空調設備改修工事1,750万円の設計費についても同じような流用が行われていることが明らか

になりました。予算の流用は緊急やむを得ない場合の必要最小限に留めることが自治法上の原則で

あると私は理解をしております。それが多用されるような事態，これは極力避けなければいけない

のでありますけれども，委員会の審査の中で安易に流用が行われることも明らかになりました。こ

れは議会軽視の何物でもなくて容認することはできないわけであります。体育館への空調設備整備

は多額の経費と維持管理費を要する案件でもあって，慎重な検討が求められると言わなければなり

ません。にもかかわらず今回明らかになりました予算の流用が行われて予算が通ることを前提とし

た議会軽視が行われていたことを認めるわけにいかないという立場から，本案について反対するも

のであります。 

○委員（宮田竜二君） 

  私は，平成30年度霧島市一般会計補正予算（第４号）につきまして，賛成の立場から討論させて

いただきます。昨日からの予算の流用問題につきまして，本日，山口副市長，市民環境部長，総務

部長から説明を頂きましたが，それを聴いていて，私もなぜ議会のほうにあるべき手続きをされな

かったかというところが疑問でした。突き詰めてなぜなぜなぜと分析をしますと，やはり執行部の

皆様のほうに潜在的意識の中に慢心というか驕りというかそういうものがあったのではないかと感

じました。しかしながら，そもそもの今回の予算流用につきましては，説明がありましたように，

まず，第一に来年2019年11月７日，８日に予定されている全国都市問題会議のことを考慮して，そ

れから2020年10月以降に行われます鹿児島国体のこととして，全国レベルのイベントのホスト市と

して霧島市がその責任を担うわけですからそれに対する緊急対応，それから２番目に市民サービス

を最優先とする。熱中症から人命を守る，そういう市民のことを最優先して考えたという理由から，

緊急性を感じて流用したということであると説明がありました。ただし先ほども言いましたように，

今回の問題につきましては執行部の皆さんも真摯に反省し，今後前向きに対応していくということ

を今日明言されましたので，私はこの補正予算（第４号）につきましては賛成したいと思います。 

○委員長（木野田誠君） 

  ほかにありませんか。 

 [「なし」と言う声あり] 
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  討論を終わります。採決します。議案第115号について，原案のとおり可決することに賛成の方の

起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

  起立者10人であります。起立多数と認めます。したがって，議案第115号は原案のとおり可決すべ

きものと決定しました。 

 

  △ 委員長報告に付け加える点の確認 

 

○委員長（木野田誠君） 

  審査が全て終了いたしましたが，委員長報告について何か付け加える点はありませんか。 

○委員（山田龍治君） 

  空調に関して，大きな大会，イベント誘致含めて，今後やっていただけるということでありまし

たので，それ含めて積極的に霧島市のスポーツキャンプに向けて取り組んでいただきたいというこ

とと，空調を使うのはあくまでも12万人いる霧島市の市民の皆さんがスポーツを楽しむためにやる

ものでもありますので，利用料金についてはそういう少年団を含めたお金を持っていない団体がし

っかりと負担なく活用できるような空調施設に，料金も含めて検討いただけるようにお願いしたい

と思います。 

○委員（松元 深君） 

  自由討議の中でも出ておりますが，予算流用についてでありますが，今後，予算流用については

担保されている項目でもありますが，流用についてその先のある事業等，自由討議の中でもありま

したとおり，十分注意を行いながら，もっと庁内でもそのことに対して議論を高めていただきたい

ということを付け加えておきたいと思います。 

○副委員長（新橋 実君） 

  今回，国分体育館の建築工事と改修工事等が入っておりましたけれども，一部の改修に留まって

おりましたので，せっかく改修するのであれば，非常に見苦しいところも多々ありましたので，改

修は玄関ホール等その辺にもしっかりと目を向けていただいて，見苦しいところは全て改修するよ

うな形で進めていただきたい。その辺もしっかりと委員長報告に付け加えていただきたいと思いま

す。 

○委員長（木野田誠君） 

  ほかにありますか。 

［「なし」と言う声あり］ 

  それでは，ただいまの御意見を織り込むこととし，報告については委員長に御一任いただけます

でしょうか。それではそのようにさせていただきます。以上で本日予定しておりました審査を全て

終了いたしました。これで予算常任委員会を閉会します。 

「閉会 午前１０時４２分」 

 

 

 

 

以上，本委員会の概要と相違ないことを認め，ここに署名する。 

 

 予算常任委員長   木野田  誠 

 


